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Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

　

世
界
が
核
兵
器
廃
絶
に
大

き
く
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い

る
。
５
年
に
１
回
開
か
れ
る

核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

再
検
討
会
議
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
５
月
３
日
か
ら
始
ま

る
。
焦
点
と
な
る
の
は
、
２

０
０
５
年
の
同
会
議
で
ブ
ッ

シ
ュ
米
政
権
が
拒
否
し
た
核

保
有
国
に
対
す
る
核
軍
縮
へ

の
「
明
確
な
約
束
」
を
実
行

で
き
る
か
ど
う
か
だ
。

　

会
議
開
会
前
日
に
は
、
世

界
各
国
の
平
和
団
体
や
市
民

が
現
地
に
結
集
し
、
署
名
や

集
会
な
ど
に
大
規
模
に
取
り

組
む
「
国
際
共
同
行
動
」
が

行
わ
れ
る
。
日
本
か
ら
は
、

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
」

署
名
（
４
月
21
日
現
在
６
４

５
万
筆
）
を
携
え
て
、
１
５

０
０
人
が
渡
米
す
る
。
保
団

連
か
ら
も
山
上
紘
志
副
会
長

（
協
会
副
理
事
長
）
が
参
加

し
、
非
核
を
願
う
医
療
人
の

声
を
届
け
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ
会
議

に
圧
倒
的
な
非
核
世
論
を
突

き
つ
け
、
核
保
有
国
に
責
任

を
果
た
さ
せ
る
こ
と
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

オ
バ
マ
大
統
領
が
昨
年
４

月
に
プ
ラ
ハ
で
、「
核
兵
器

の
な
い
世
界
を
め
ざ
す
」
と

表
明
し
て
以
来
、
核
廃
絶
の

機
運
が
急
激
に
高
ま
っ
て
い

る
。
８
日
に
は
、
世
界
の
核

兵
器
の
95
％
を
保
有
す
る
米

ロ
両
国
が
、
核
弾
頭
の
保
有

上
限
を
大
幅
に
減
ら
す
新
た

な
戦
略
兵
器
削
減
条
約
（
新

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
）
に
調
印
し

た
。
し
か
し
、
オ
バ
マ
大
統

領
は
、
核
な
き
世
界
に
つ
い

て
「
私
が
生
き
て
い
る
う
ち

に
は
達
成
さ
れ
な
い
だ
ろ

う
」
と
述
べ
、
核
兵
器
が
存

在
す
る
限
り
、
そ
の
「
抑
止

力
」
を
維
持
す
る
立
場
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

　

「
核
抑
止
力
」
論
や
「
核

脅
威
」
論
は
、
核
兵
器
廃
絶

へ
の
最
大
の
障
害
だ
。
非
核

を
現
実
の
も
の
と
す
る
た
め

に
、
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る

日
本
が
果
た
す
べ
き
役
割
は

大
き
い
。
ま
ず
ア
メ
リ
カ
の

「
核
の
傘
」
か
ら
離
脱
し
、

憲
法
９
条
と
非
核
三
原
則
に

基
づ
く
平
和
外
交
に
転
換

し
、
核
兵
器
廃
絶
を
後
押
し

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

米
軍
基
地
移
設
問
題
で
ア

メ
リ
カ
寄
り
に
立
つ
民
主
党

政
権
は
、
１
９
６
０
年
の
日

米
安
保
条
約
改
定
に
伴
う
核

兵
器
持
ち
込
み
の
「
密
約
」

を
い
ま
だ
認
め
て
い
な
い
。

「
密
約
」
を
廃
棄
し
な
い
ま

ま
で
は
、「
非
核
の
日
本
」

さ
え
も
確
立
で
き
な
い
。
核

兵
器
廃
絶
が
世
界
的
潮
流
に

な
る
中
で
、
日
本
政
府
の
態

度
が
厳
し
く
問
わ
れ
て
い

る
。

　

「
人
命
を
守
る
医
師
は
い

か
な
る
戦
争
を
も
容
認
で
き

な
い
」「
核
戦
争
の
防
止
と

核
兵
器
廃
絶
が
現
代
に
生
き

る
医
師
の
社
会
的
責
任
で
あ

る
」―

―

。
保
団
連
が
「
開

業
医
宣
言
」
で
核
廃
絶
を
掲

げ
て
20
年
が
経
過
し
た
。
私

た
ち
の
積
年
の
運
動
や
国
際

世
論
が
非
核
の
流
れ
を
加
速

さ
せ
て
い
る
。
今
こ
そ
、
平

和
を
希
求
す
る
す
べ
て
の
力

を
結
集
し
、「
核
兵
器
な
き

世
界
」
へ
政
治
を
突
き
動
か

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

世
界
か
ら「
核
廃
絶
」の
流
れ
を
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嚥下リハビリのポイン
トを説明する舘村氏＝
11日、Ｍ＆Ｄホール 　

　

歯
科
臨
床
学
術
学
会
部
は

４
月
度
生
涯
研
修
講
座
「
解

剖
・
生
理
学
に
も
と
づ
く
舌

接
触
補
助
床
（
Ｐ
Ａ
Ｐ
）
療

法
」
を
11
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー

ル
で
開
き
、
81
人
が
参
加
し

た
。
講
師
は
舘
村
卓
氏
（
大

阪
大
学
大
学
院
高
次
脳
口
腔

機
能
学
講
座
准
教
授
）。

　

舌
接
触
補
助
床
（
以
下
Ｐ

Ａ
Ｐ
と
す
る
）
は
、
今
改
定

で
保
険
導
入
さ
れ
た
項
目
の

ひ
と
つ
で
、
摂
食
嚥
下
を
支

援
す
る
装
置
で
あ
る
。
舘
村

氏
は
、
現
在
に
至
る
嚥
下
機

能
の
像
影
剤
を
用
い
た
検
査

で
は
、
そ
の
評
価
・
判
断
が

難
し
く
、
結
果
、
誤
っ
た
判

断
に
よ
り
、
口
か
ら
の
食
物

の
摂
取
が
困
難
と
さ
れ
る
例

が
多
く
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
と
説
明
し
た
。
そ
の
上

で
、
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
は
①
呼

吸
路
の
安
全
性
の
確
保
②
口

腔
、
咽
頭
機
能
の
賦
活
③
食

物
の
調
整―

―

の
３
つ
が
肝

で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

老
健
施
設
等
で
、
義
歯
を

は
ず
し
長
期
間
経
過
す
る

と
、
咀
嚼
機
能
の
廃
用
変
化

が
起
こ
り
、
口
腔
内
も
狭
く

な
っ
て
し
ま
う
。
同
氏
は
、

口
腔
か
ら
の
食
物
摂
取
の
有

無
に
よ
ら
ず
、
少
な
く
と
も

上
顎
前
歯
部
欠
損
が
あ
る
な

ら
、
上
顎
義
歯
の
装
着
が
摂

食
機
能
の
回
復
・
維
持
に
は

必
要
だ
と
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ａ
Ｐ
は
た
だ
口

蓋
を
厚
く
す
れ
ば
よ
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
不
適
切

な
形
状
の
も
の
を
用
い
る
と

か
え
っ
て
食
物
の
残
瘤
を
き

た
す
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意

が
必
要
な
こ
と
や
、
ま
た
摂

取
時
に
ど
の
よ
う
な
姿
勢
や

介
助
を
す
れ
ば
誤
飲
の
リ
ス

ク
を
減
ら
し
楽
に
食
事
を
摂

る
こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
に

つ
い
て
も
解
説
し
た
。

　

動
画
な
ど
を
多
数
用
い

て
、
口
腔
内
の
普
段
見
え
な

い
食
物
の
動
き
を
分
か
り
や

す
く
解
説
さ
れ
、
食
物
の
嚥

下
が
口
腔
か
ら
咽
頭
に
か
け

て
の
諸
器
官
の
、
ど
の
よ
う

な
運
動
と
連
携
に
よ
っ
て
行

わ
れ
て
い
る
の
か
よ
く
分
か

っ
た
。
こ
れ
か
ら
摂
食
嚥
下

治
療
に
取
り
組
も
う
と
考
え

て
い
る
私
の
よ
う
な
初
心
者

に
も
大
変
有
意
義
な
内
容
だ

っ
た
。

 

（
住
吉
区
・
早
田
寿
夫
）

混
乱
が
生
じ
る
と
し
て
、
理

事
会
で
は
発
行
義
務
化
に
反

対
す
る
立
場
を
確
認
し
た
。

　

保
険
業
法
改
正
で
新
規
加

入
を
受
け
付
け
ら
れ
な
く
な

っ
て
い
る
休
業
保
障
制
度
に

つ
い
て
は
、
自
主
共
済
の
法

適
用
を
見
直
す
法
案
の
通
常

国
会
提
案
が
準
備
さ
れ
て
お

り
、
協
会
は
保
団
連
や
共
済

懇
話
会
と
共
同
し
て
働
き
か

け
を
強
め
る
こ
と
に
し
た
。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
が
受
け
皿
に

な
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
補

填
商
品
」
を
勤
務
医
を
対
象

に
し
て
準
備
で
き
次
第
募
集

す
る
こ
と
、
保
団
連
が
受
け

皿
に
な
る
よ
う
要
望
す
る
こ

と
な
ど
を
確
認
し
た
。

　

医
療
運
動
で
は
、
７
月
の

参
議
院
選
挙
に
向
け
、
政

党
、
候
補
者
が
患
者
負
担
軽

減
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
廃
止
を
公
約
に
掲
げ
、
早

期
に
実
現
さ
せ
る
た
め
、
国

会
請
願
署
名
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
チ
ラ
シ
と
合
わ
せ
て

会
員
の
診
療
所
窓
口
で
の
活

用
を
訴
え
る
こ
と
に
し
た
。

　

患
者
負
担
軽
減
と
保
険
で

よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
実
現

を
求
め
て
、
５
月
22
日
に
近

畿
総
決
起
集
会
、
５
月
29
日

に
「
保
険
歯
科
医
療
を
ま
も

り
発
展
さ
せ
る
会
」
の
発
足

講
演
会
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
協

会
と
し
て
１
０
０
人
、
50
人

の
参
加
者
を
目
標
に
、
成
功

を
期
す
こ
と
に
し
た
。

３
地
区
で
点
数
説
明
会

　

南
河
内
地
区
は
17
日
、
東

大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区
は

10
日
、
北
大
阪
地
区
は
３
日

に
、
地
区
点
数
説
明
会
を
開

き
そ
れ
ぞ
れ
55
人
、
60
人
、

１
８
０
人
と
多
く
の
会
員
が

参
加
し
、
新
点
数
に
つ
い
て

学
ん
だ
。

る
と
述
べ
、
今
後
の
予
定
と

し
て
予
防
歯
科
を
テ
ー
マ
と

し
た
も
の
や
、
ス
ー
パ
ー
ボ

ン
ド
実
習
付
講
習
会
な
ど
を

紹
介
し
た
。
今
年
度
も
会
員

の
声
を
地
区
活
動
に
反
映
さ

せ
、
会
員
の
生
活
と
国
民
医

療
を
守
る
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。（
吹
田
市
・
岩
住
征
紀
）

　

北
大
阪
地
区
は
３
日
、
千

里
阪
急
ホ
テ
ル
で
地
区
総
会

を
開
い
た
。
活
動
の
ま
と
め

と
方
針
に
つ
い
て
、
平
川
光

彦
地
区
責
任
者
か
ら
提
案
が

あ
っ
た
。
平
川
氏
は
、
会
員

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
基
づ

い
て
講
習
会
を
実
施
し
て
い

北
大
阪
地
区
が
総
会

こ
と
か
ら
、
折
を
見
て
電
子

レ
セ
プ
ト
請
求
義
務
化
と
明

細
書
問
題
で
会
員
学
習
会
を

開
く
こ
と
に
し
た
。
明
細
書

発
行
義
務
化
は
個
人
情
報
漏

洩
な
ど
の
危
険
や
現
場
で
の

し
た
こ
と
な
ど
、
新
点
数
説

明
会
な
ど
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
会
員
数
を
増
や
し
て
き

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

地
区
説
明
会
で
明
細
書
発

行
に
質
問
が
多
く
出
て
い
る

　

協
会
は
10
日
、
第
13
回
理

事
会
を
開
き
、
３
月
22
日
に

開
い
た
新
点
数
説
明
会
に
１

８
０
０
人
が
参
加
し
た
こ

と
、
１
月
、
２
月
の
機
関
紙

Ｐ
Ｒ
号
な
ど
で
10
人
が
入
会

太
、
柳
本
卓
治

（
公
明
）
池
坊
保
子
、
佐
藤

茂
樹

　

参
院
（
民
主
）
梅
村

聡
、
尾
立
源
幸
、
松
岡
徹

（
自
民
）
北
川
イ
ッ
セ
イ
、

平
野
博
文
、
藤
村
修
、
村
上

史
好
、
森
山
浩
行
、
吉
田
お

さ
む
、
渡
辺
義
彦

（
社
民
）
辻
元
清
美

（
自
民
）
竹
本
直
一
、
谷
畑

孝
、
西
野
あ
き
ら
、
松
浪
健

谷
川
秀
善

（
公
明
）
白
浜
一
良
、
山
下

栄
一
、
山
本
香
苗

（
共
産
）
山
下
芳
生

【
面
談
拒
否
】

（
民
主
・
参
）
高
嶋
良
充

　

衆
院
（
民
主
）
稲
見
哲

男
、
大
谷
啓
、
大
谷
信
盛
、

熊
谷
貞
俊
、
熊
田
篤
嗣
、
樽

床
伸
二
、
辻
惠
、
中
川
治
、

中
島
正
純
、
中
野
寛
成
、
長

尾
敬
、
長
安
豊
、
萩
原
仁
、

【
面
談
議
員
】

（
社
民
・
衆
）
服
部
良
一
、

（
共
産
・
衆
）
宮
本
岳
志
・

吉
井
英
勝

【
秘
書
対
応
】

新
規
保
険
導
入
の
Ｐ
Ａ
Ｐ

４月度生涯研

摂
食
嚥
下
リ
ハ
に
３
つ
の〝
肝
〞

４月15日・国会行動
要請先一覧（敬称略）

服部良一衆院議員（社民・右）

吉井英勝衆院議員（共産）

宮本岳志衆院議員（共産・左）

第13回理事会

明
細
発
行
義
務
化
に
反
対
の
立
場

電
子
請
求
と
あ
わ
せ
学
習
会
を
予
定


